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学校評価について

関東学園大学附属高等学校

校 長 根 岸 弘

学校評価は、学校の教育目標や学校運営状況について自己評価し、その信頼

性・客観性を一層高める意味から外部評価を受けることにより、課題と成果を

明らかにするとともに、それらを基に、学校を組織的・継続的に改善し、教育

の質的向上を図り、保護者や地域との連携を深めることにより学校運営責任・

説明責任を果たすものです。

このため、次の事項に留意しつつ学校評価を実施します。

1. 教職員

教育目標や学校運営計画に沿った教育活動の展開を振り返り、より良いも

のに改善していくことができるような評価項目の構築を図る。

2. 生 徒

学校生活をどのようにとらえているかを把握し、良い点と課題を確認する

ことによって、授業の質的向上を図るという目標と行動計画を設定する。

3. 保護者

学校への参画意識を高める手段として有効であることから、保護者と学校

が目標や教育活動を共有できるような評価項目を選定する。

4. その他

(1) 学習指導力に関する評価は、必ず複数の観点・方法により総合的に判断

する。

(2) 予想をはるかに超えるスピードで進んでいる情報化社会や国際化社会

の変化、教育行政の働き、民間企業の学校教育への参入などにも対応す

る。
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学校評価項目 
 

Ａ 自己評価 

 

一 学校教育目標 

 建学の精神「敬和・温順・質実」を掲げ、知識を養うことと同時に、豊かな人間形成を

尊重した「学徳一体の人間教育」に努める。この精神を基礎として、現代社会で生きるた

めに必要な能力を身につけられるよう、「元気で、楽しく、真剣に」をスローガンに、生徒

と教職員が一丸となって学ぶ場を作り上げる。 

 

二 本年度の重点項目 

 １ 教員の教科指導力の向上、並びに、教員間の協働体制の確立 

   平成 20 年度より、進学実績をより強化する目的で「Ｌクラス」という枠組みを新

たに設定し、重点的な対策を展開する。また、本年度四月以降、理科・地歴・公民・

英語に関して教科顧問を委嘱し、教科指導力の向上を図る。また、英語の教科顧問

を校長補佐役教育顧問として再委嘱し、Ｌクラスの教科・進路指導体制の確立を行

う。 

２ 生徒の進学実績の向上を図り、生徒・保護者から「選ばれる」ための努力 

   進路学習を組織的かつ効果的に展開するため、大学訪問、情報の収集・分析、模擬

試験の結果検討など多角的な判断ができるようにする。 

３ 地域から「安心して子供を託すことができる学校」としての定着 

   基本的生活習慣は学業・特別活動の成果を得る上での基礎であるとし、保護者との

連携を密にしながら全体による指導を図る。学校の安全対策に万全を期し、生徒の

安全に対する危機意識を醸成する。 

４ 生徒確保及び学校の評価向上のための経営安定化 

   平成 20 年度から五ヵ年の間、学園として経営の安定化を図るため経営改善計画を

立て、学園をあげてそのための取り組みを実施する。 

 

Ｂ 学校関係者評価 

 

実施要綱及び結果参照 
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学校評価 関係者評価実施要綱

●実施日

平成２２年１２月１３日（月）～２２日（水）

●調査方法

・配票調査法をとる。

・調査票（アンケート用紙 マークシート）と封筒を対象者に配布し、自宅

にて回答を記入してもらった後、担任が回収する。

・保護者には趣旨説明書を配布する。

・３年 1 組については三者面談時に回収、その他は同時期に回収する。

・無記名、封筒に保護者のマークシート二枚を入れてもらう。

・生徒は終業式の日時の LHR 時に記入回収。

●対象

・教職員 ４６名

目標有効回答率 ９５.８％

・生徒 ４５０名

目標有効回答率 ９２.０％

・保護者 ３１７名

目標有効回答率 ６４.８％

●集計結果

項目ごとに結果をまとめ、考察を加える。

ネット上にて公表する。



学校評価 教職員

1 あなたにとって関東学園大学附属高等学校での教育活動は
全般的に満足できるものですか。

2 関東学園大学附属高等学校は校訓「敬和・温順・質実」を
日々の教育に生かしていると思いますか。

3 多くの授業は理解ができるように工夫されていると思いますか。

4 多くの授業は内容が充実しており満足できるものですか。

5 多くの先生は質問や相談にていねいに応じていると思いますか。

6 休暇中に行っている課外学習は効果的なものだと思いますか。

7 各教科で行っている放課後の課外は効果的だと思いますか。

8 土曜日の授業は効果的だと思いますか。

9 自宅での学習時間をうまく活用できるよう指導できていますか。

10 講演会等、特別授業は満足できるものでしたか。

11 球技大会等、体育活動は満足できるものでしたか。

12 文化祭等、文化活動は満足できるものでしたか。

13 ＳＨＲやＬＨＲは有効に活用されていると思いますか。

14 進路指導は生徒一人ひとりの目標達成に役立つように行われている
と思いますか。

15 人権学習は効果的に行われていると思いますか。

16 部活動は学校生活を充実させるためのものになっていると思いますか。

17 部活動と学習と両立させている生徒が多いと思いますか。

18 生徒会は活発に活動していると思いますか。

19 保護者への連絡や情報公開は適切に行われていると思いますか。

20 施設設備は満足できるものだと思いますか。

21 清掃活動や環境美化に力を入れていると思いますか。

22 室内の環境は快適だと思いますか。
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学校評価 生徒

1 あなたにとって関東学園大学附属高等学校での高校生活は
全般的に満足できるものですか。

2 関東学園大学附属高等学校は校訓「敬和・温順・質実」を
日々の教育に生かしていると思いますか。

3 多くの授業は理解ができるように工夫されていると思いますか。

4 多くの授業は内容が充実しており満足できるものですか。

5 多くの先生は質問や相談にていねいに応じてくれていると思いますか。

6 休暇中に行っている課外学習は効果的なものだと思いますか。

7 各教科で行っている放課後の補習は効果的だと思いますか。

8 土曜日の授業は効果的だと思いますか。

9 自宅での学習時間をうまく活用できるよう指導できていますか。

10 講演会等、特別授業は満足できるものでしたか。

11 球技大会等、体育活動は満足できるものでしたか。

12 文化祭等、文化活動は満足できるものでしたか。

13 ＳＨＲやＬＨＲは有効に活用されていると思いますか。

14 進路指導は生徒一人ひとりの目標達成に役立つように行われている
と思いますか。

15 人権学習は効果的に行われていると思いますか。

16 部活動は学校生活を充実させるためのものになっていると思いますか。

17 部活動と学習と両立させている生徒が多いと思いますか。

18 生徒会は活発に活動していると思いますか。

19 保護者への連絡や情報公開は適切に行われていると思いますか。

20 施設設備は満足できるものだと思いますか。

21 清掃活動や環境美化に力を入れていると思いますか。

22 室内の環境は快適だと思いますか。
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学校評価 保護者のみなさん

1 保護者のみなさんにとって関東学園大学附属高等学校の教育は
全般的に満足出来るものだと思われますか。

2 関東学園大学附属高等学校は校訓「敬和・温順・質実」を
日々の教育に生かしていると思われますか。

3 関東学園大学附属高等学校は地域との連携が保たれている
と思われますか。

4 関東学園大学附属高等学校が将来に向けての取り組みを行っている
と思いますか。

5 学校行事は保護者や地域の人も参加しやすいように，日程等が
配慮されていると思われますか。

6 文化祭などの文化活動は満足できるものだったと思われますか。

7 マラソン大会などの体育活動は満足できるものだったと思われますか。

8 学年別保護者会は満足できるものであったと思われますか。

9 土曜日の授業は満足できるものであったと思われますか。

10 休暇中に行っている課外学習は効果的なものだと思われますか。

11 各教科で行なっている放課後の補習は効果的だと思われますか。

12 日頃から日常生活のマナーや社会のルールについての指導
が行なわれていると思われますか。

13 進路指導は生徒一人ひとりの目標達成に役立つように行われている
と思われますか。

14 人権学習は効果的に行われていると思われますか。

15 部活動は学校生活を充実させるためのものになっていると思われます
か。

16 保護者への連絡や情報公開は適切に行われていると思われますか。

17 保護者会（父母の会）は活発で，学校とよく協力できていると思われます
か。

18 学校の施設設備は満足できるものだと思われますか。

19 健康管理が行き届き，安全な学校生活が送れるような配慮
がなされていると思われますか。

20 清掃活動や環境美化に力を入れていると思われますか。

21 電話や訪問の際に学校はていねいに対応していると思われますか。

22 保護者から学校へ気軽に相談できる雰囲気があると思われますか。
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評価に対する考察

■全体

生徒・保護者・教職員ともにほとんどの選択肢の中で「思う」等の割合が増え，「思わな

い」等の割合が減るというよろこばしい結果がでたように思われる。本校の教育活動に満

足できる生徒・保護者が増え，校訓が日々の教育に生かされていると感じられている傾向

がでてきている。今後もさらなる教育活動の充実を信じるところである。

■授業と学習指導

生徒・保護者・教職員ともにほとんどの選択肢の中で「思う」等の割合が増えた。「思わ

ない」等の割合は，生徒・教職員においてほぼ減少傾向にあり，よろこばしい結果である

といえる。保護者に関しては「思わない」等の割合横ばい傾向であった。逆の傾向が感じ

られたのは，教職員の問５のみである。「思う」等の割合が減り，「思わない」等の割合が

増えてしまっていた。しかし，これについては，同じ質問（問５）に対して生徒の解答は

良化傾向ででているため，むしろ教職員は質問・相談にさらにていねいに応じたいと考え，

もっと努力したいと感じている心の現われではないか。

■行事

生徒・教職員ともに問 10，11 については，同様の良化傾向がみられる。しかし，問 12

について生徒は満足度・不満度ともに増加，教職員は満足度減少・不満度増加の傾向にあ

り，保護者に関しても同様の傾向が見られ，今後の文化祭等・文化活動において日程およ

び準備段階等に検討の余地があるのではないかと思われる。保護者の問５については，大

きく良化している。良くなった事由等の考察・検証が必要かもしれない。

■学校生活

生徒・教職員ともにすべての項目について，良化傾向にある。しかしながら，「部活動と

学業の両立」の実現ができるという解答は依然少なく，生徒・教職員ともに高い評価は少

ない。部活動が学校生活を充実させるという認識は高いものの，両立の難しさの改善につ

いては学校全体の問題である。「施設設備」についても生徒・教職員ともに厳しい評価とな

っている。また，生徒の評価と教職員の評価とのギャップについても気になる点は多い。

この認識の違いをどう捉えて対応していくかが今後の課題であると思われる。保護者の回

答に関しては，ほぼ昨年同様の結果がでている。部活動を充実してもらいたいという意見

が比較的多いことと，また「施設設備」について評価が低いということが感じられる。



(参考資料)実数一覧表
教職員

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
1 4 2 9 6 18 3 8 2 4 6 12 8 6 7 5 6 1 4 5 3 3 2
2 24 24 31 28 20 12 21 17 14 21 21 17 25 24 23 20 7 23 27 8 23 18
3 9 11 2 8 6 14 9 7 17 12 9 13 9 7 10 10 21 11 11 12 5 13
4 8 7 3 3 2 10 5 11 9 4 1 4 3 3 5 6 12 5 0 11 12 9
5 1 2 0 0 0 6 1 8 1 1 1 2 1 3 1 2 3 1 1 11 2 3

計 46 46 45 45 46 45 44 45 45 44 44 44 44 44 44 44 44 44 44 45 45 45

生徒

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
1 26 15 22 19 40 20 28 9 15 20 79 71 32 32 16 46 18 19 22 21 26 30
2 115 79 135 117 142 73 105 50 60 100 155 140 146 112 86 132 85 84 102 73 90 78
3 183 231 203 235 200 187 182 141 248 204 143 142 212 215 251 197 217 231 258 192 226 208
4 73 80 75 61 41 83 89 91 76 72 50 60 42 64 61 46 83 71 46 87 63 79
5 72 64 34 37 45 106 63 176 68 68 41 55 34 45 53 46 65 63 40 94 59 64

計 469 469 469 469 468 469 467 467 467 464 468 468 466 468 467 467 468 468 468 467 464 459

保護者

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
1 34 21 19 39 23 27 30 26 43 45 53 34 35 12 49 23 20 16 22 27 47 37
2 165 154 139 155 169 130 181 122 151 153 149 149 129 100 143 153 128 117 142 138 182 126
3 96 123 139 100 92 120 88 141 90 89 89 103 114 175 94 112 132 124 128 131 69 115
4 15 15 17 15 29 29 16 20 28 22 17 26 35 20 23 21 33 45 20 17 16 24
5 4 2 3 4 1 8 1 5 4 6 6 4 3 4 7 6 2 12 2 3 0 11

計 314 315 317 313 314 314 316 314 316 315 314 316 316 311 316 315 315 314 314 316 314 313
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